
 

 

 

 

 

 

 

 

県職労では、3.11東日本大震災以降、地震などの自然災害に対する備えの必要性が高まってい

ること、さらに近年の豪雨災害や、大雪などによる家屋への被害が発生し、保障が必要となる案

件が増えているため、全労済自治労共済本部岩手県支部では、セット共済のメニューの一つであ

る「火災・自然災害共済」について、スポット募集を行うことにしました。 

セット共済は毎年６月に新規募集・更新契約をしていますが、その時期に忙しくて検討ができ

なかったという方や、住居が変わって保障を大きくしたいといった方には今が再検討のチャンス

です。全労済の専門スタッフによる個別相談も可能ですので、不明な点や聞きたいことがありま

したら、機会を逃さず問い合わせ下さい。 

 

『火災・自然災害共済』スポット募集について 

１ どういった内容の共済ですか？ 

  火災や地震・大雨などの自然災害から自宅住居・家財・付属建物等の補償をするものです。

賃貸に住んでいる方は家財の被害に補償が受けられます。加入タイプにより、保障の額、対象

物などが変わりますので、詳しくはパンフレット等をご覧ください。 

２ 共済の対象者は？ 

  団体生命共済（セット共済）の加入者が対象になります。新たに補償を付加する、今の内容

を見直す方が対象です。 

３ 募集期間  ２０１４年１２月１日 ～２０１５年１月９日（金）まで 

４ 契約期間  ２０１５年４月１日 ～ ２０１５年９月３０日 

      ※ 契約期間の末日は、既に入っている団体生命共済と同じ期間になります。次

期更新についても、生命共済と同時期に行うことになります。 

 

※こんな事例も保障の対象です。 

・母屋の２階の屋根からの落雪で、１階の軒先の屋根が壊れた。 

・アパートの２階の部屋からの水漏で、１階の自分の部屋が水浸しになり、家電が壊れた。 

 ・家に泥棒が入り、家財を持ち出される盗難にあった。 
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衆院解散総選挙 

県職労は、１区 

に「細川光正」 
比例区に「社民党

の推薦を決定し

ています。 



 

 

第47回衆議院議員選挙が、12月２日に公示され、14日の投

票に向けた選挙戦がスタートした。 

県職労が推薦を決定している、岩手１区の「細川光正」候

補は、第一声に集まった多くの支持者を前に①脱原発へ向け

た政治の実現、②震災復興への着実な政策、妨げになるアベ

ノミクスの阻止、③集団的自衛権の推進阻止、④国民主権の

政治回復について政策を訴えた。 

アベノミクスをはじめとした、経済政策が多く取りざたさ

れるが、私たちの生活の安全を脅かし、地域を破壊する集団

的自衛権や消費増税、ＴＰＰ、労働者派遣法の改悪など、私

たちの声を無視した政策が強行されており、こうした政策への審判もこの選挙では行われなけれ

ばならない。働くものの代弁者として、推薦候補の必勝をめざしていく。 

★各選挙区への県職労の対応は、以下のとおり機関決定しています。 

比例代表：社会民主党 

岩手１区：細川 光正（みつまさ）（前盛岡市議会議員４期・元郵政職員） 

【推薦理由】県職労方針でもある、①護憲、②脱原発、③消費増税反対、④反ＴＰＰ、⑤震災の 

早期復興、⑥反基地・反安保、⑦労働者の雇用と所得の安定、⑧労働者の立場での労働条件確 

保、などの政策を重視し、推薦を決定しました。 

「支持」 岩手２区： 畑 こうじ （生活の党・現職） 

岩手３区： 黄川田 徹 （民主党・現職） 

岩手４区： 小沢 一郎 （生活の党・現職） 

 ※支持の理由：これまでの自民党の数を武器にした国民無視の暴挙を許さないため、「反自民・非共産」の

視点に立ち、今回の衆議院選挙では上記の候補を支持することとします。自主投票では白票・

棄権が増えるなど、票が分散することにより、比例代表でも自民党が有利になるため、投票

先を明確にした取り組みをすすめるものです。組合の皆さんのご理解をお願いします。 

 

候補者の政策を聞きに行こう！ 

  

 

  

日 時 ２０１４年１２月 ６日（土）１３：００～ 

場 所 岩手教育会館 大ホール 

弁 士 候補者 細川光正、社民党党首 吉田忠智 

推 

せ 

ん 


